
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 瑞浪市立陶幼児園 

実 施 期 間 平成２６年１０月１０日（金）・１１月６日（木） 

 

実 施 概 要 

１０月１０日 地域のお年寄りとの芋ほり交流 
 １１月６日 独居老人の集い（ひなたぼっこの会）に参加 
【ねらい】 
◎お年寄りと一緒に芋ほりをし、触れ合い、手伝っていただく温かい体験
を通して、親しみをもち、周りの人たちに感謝の気持ちをもつ。 

◎お年寄りの方に喜んでいただけるよう、歌や踊り、肩たたきを通し、触
れ合いの場をもつ。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

地域関係者 １０ 人 
計 ７０ 人 

地域関係者 ６０ 人 

 
実 施 状 況 

○地域のお年寄りと芋ほり 

・６月にお年寄りの方に畑を耕し準備をしていただき、その後、芋の苗植

えの方法を教えていただき、３，４，５歳児が一緒に苗を植えた。 

・１０月、お年寄りの方と一緒に３，４，５歳児が芋ほりをした。芋ほり

の方法を全体に教えていただき、個々に寄り添いながら丁寧に掘り方を

教えていただいた。 

○独居老人の集い（ひなたぼっこの会）に参加 

・４歳児１１名が参加した。 

・事前にお年寄りについての話をしてどうすると喜んでいただけるかを子

どもと共に考え、歌や踊りを練習して当日は一生懸命披露する姿が見ら

れた。 

 
成果及び課題 

（成果） 

・苗植えから、芋ほりまで自然を通してのお年寄りとの交流により、自然

に作物に興味がもて、感謝の気持ちや親しみがもてた。地域に親身にな

ってくださる方がいる事を感じていける活動となっている。 

・今回だけでなく、地域の方との触れ合いを通し、地域には様々な方がみ

えることを知ることが出来た。また、地域の方が優しく接してくださる

体験を積み重ねることで人と関わる楽しさや喜びを感じることが出来

た。今後も地域の方との触れ合いを通し、更に人と関わることの好きな

子どもに育ち、地域を愛する気持ちを育んでいけるよう、触れ合いの場

を意図的に作っていきたい。 

（課題） 

・地域の交流を別の活動とせず、普段の活動の中に位置づけていく。 

 


